
平成１５年の海外在留邦人数調査統計

Ⅰ 在留邦人の動向

１．全般的特徴

（１）在留邦人総数の状況
、 、各在外公館等を通じた調査によれば 平成１５年１０月１日現在

全世界に在留する日本人の数（長期滞在者と永住者の合計（注 ））
は過去最高を更新する９１１，０６２人に達した（対前年比４．５
％増 。仮にこの割合で増加し続けた場合には、２００６年には１）
００万人を突破することが見込まれる。

（注）長期滞在者：３ヶ月以上の滞在者で永住者でない者
永住者：当該在留国より永住権を認められている者

在留邦人の最も多い国は、①米国（３３１，６７７人 、次いで）
②中国（７７，１８４人 、③ブラジル（７０，７８２人）となっ）
ている。前年は、第２位ブラジル、第３位中国であったが、ブラジ
ルが減少した（対前年比２．２％減）のに対し、中国では大幅に増
加した（対前年比２０．４％増）ため順位が逆転した。特に中国の
伸びは近年著しい。

、 （ ， ）、在留邦人の最も多い都市は ①ニューヨーク ６２ ２７９人
次いで②ロサンゼルス（４２，７７１人 、③香港（２５，２１１）
人）の順となっている。

（２）地域別内訳
①在留邦人が最も多かったのは、昭和６０年以降連続で北米地域
で、前年比４．９％増の３６９，６３９人（全体の４０．６％）
であった。
②アジアの在留邦人数は前年比９ ９％増の２０６ ５２１人 全． ， （
体の２２．７％）となり、過去最高となった。
③大洋州、中米・カリブ、西欧、中・東欧、中東についても前年
より増加した（伸び率は中・東欧が１１．９％増と最も高かっ
た 。一方で、南米及びアフリカは、昨年に引き続き減少した。）

（３）男女別内訳
男女別在留邦人数は、平成１１年に初めて女性の数が男性の数を

上回ったが、この傾向は続いており、今回は女性が全体の５１．３
％を占めた。地域別では、大洋州、北米、西欧で女性の数が男性数
を上回っている。

（４）永住者及び長期滞在者の状況
永住者数は、２９１，７９３人（全在留邦人数の約３２％）で前

． 。 、 （ ． ）、年に比し２ ４％増加した 地域別では 中・東欧 ７ １％増
大洋州（６．５％増）で伸びが見られるのに対し、中米（１１．１
％減）が減少している。
長期滞在者数は、６１９，２６９人（全在留邦人数の約６８％）

． 。 、 （ ． ）、で前年に比し５ ５％増加した 地域別では 中米 ２２ ３％増
中・東欧（１２．３％増）の伸びが著しい。

（５）長期滞在者の職業別傾向
長期滞在者のうち最大の割合を占める民間企業関係者は、前年比

６．１％増の３４１，３９６人となった。伸び率では、自由業関係
者の伸び（前年比９．１％増の２２，０３７人）が著しい。


